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作成日：1996 年 08 月 24 日  

   改訂日：2024 年 07月 01 日  

 

安 全 デ ー タ シ ー ト 

 

１．製品及び会社情報 

製品の名称：ショーボンド S洗浄剤 

会 社 名：ショーボンドマテリアル株式会社 

住 所：埼玉県川越市芳野台２－８－１０ 

担 当 部 門：品質保証課 

電 話 番 号：049-225-5611 F A X：049-225-5616 

緊急連絡先：品質保証課 電 話 番 号：049-225-5611 

整 理 番 号：S洗浄剤 - 09 

 

推奨用途及び使用上の制限：工業用、所定の用途以外には使用しないこと 

 

２．危険有害性の要約 

ＧＨＳ分類 

物理化学的危険性： 引火性液体 区分３ 

健康に対する有害性： 急性毒性（経口） 

急性毒性（経皮） 

急性毒性（吸入、蒸気） 

皮膚腐食性／刺激性 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 

発がん性 

生殖毒性 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 

 

 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 

 

誤えん有害性 

区分５ 

区分４ 

区分４ 

区分２ 

区分２B 

区分２ 

区分１B 

区分１（中枢神経系、呼吸器、肝

臓、腎臓） 

区分３（麻酔作用、気道刺激性） 

区分１（中枢神経系、神経系、呼吸

器、聴覚器） 

区分１ 

環境に対する有害性： 水生環境有害性 短期（急性） 

水生環境有害性 長期（慢性） 

区分１ 

区分２ 

※記載なきＧＨＳ分類区分：区分に該当しない／分類できない 

 

ＧＨＳラベル要素 

絵表示またはシンボル  

 

 

 

 

注意喚起語： 危険 

    

危険有害性情報： H226 引火性の液体および蒸気 

H303 飲み込むと有害のおそれ 

H304 飲み込んで気道に侵入すると生命に危険のおそれ 

H312 皮膚に接触すると有害 

H315 皮膚刺激   

H320 眼刺激 

H332 吸入すると有害 

H335 呼吸器への刺激のおそれ 
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H336 眠気またはめまいのおそれ 

H351 発がんのおそれの疑い 

H360 生殖能または胎児への悪影響のおそれ    

H370 臓器（中枢神経系、呼吸器、肝臓、腎臓）の障害 

H372 長期にわたる、または反復ばく露による臓器（中枢神経系、呼吸

器、神経系、聴覚器）の障害 

H400 水生生物に非常に強い毒性 

H411 長期継続的影響によって水生生物に毒性    

 

注意書き 

予防策： 熱／火花／裸火／高温のもの のような着火源から遠ざけること。 

静電気放電に対する予防措置を講ずること。 

屋外または換気の良い場所で使用すること。 

この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。 

取り扱い後はよく手を洗うこと。 

保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること。 

粉塵／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないこと。 

環境への放出を避けること。 

対応： 火災の場合には、消火に粉末／炭酸ガス／泡消火器を使用すること。 

眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。コンタクトレンズを 

着用していて容易に外せる場合は外し、その後も洗浄を続けること。 

飲み込んだ場合：無理に吐かせないこと。 

皮膚に付着した場合：多量の水と石けんで洗うこと。 

皮膚（または髪）に付着した場合：直ちに汚染された衣類をすべて脱ぐこと。皮膚

を水【またはシャワー】で洗うこと。 

汚染された衣類は直ちに脱ぎ、再使用する場合は洗濯すること。 

吸入した場合：空気の新鮮な場所に移動し、呼吸のしやすい姿勢で 

休息させること。 

下記の場合は直ちに医師の診断／手当を受けて下さい。 

眼に入った場合、飲み込んだ場合、皮膚刺激が生じた場合、気分が悪い場合、 

眼の刺激が続く場合、暴露または暴露の懸念がある場合。 

漏出物を回収すること。 

保管 容器を密閉し、換気の良い冷暗所で、施錠するなど関係者以外が 

立ち入れないような管理された場所で保管すること。 

廃棄 内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に、 

業務委託し廃棄すること。 

 

３．組成及び成分情報 

 化学物質・混合物の区別：  混合物 

  

 

４．応急処置 

目に入った場合： 水で数分間注意深く洗うこと。コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合

は外し、その後も洗浄をつづけること。直ちに眼科医の診断を受ける。 

皮膚に付着した場合： 布で素早く拭き取り、多量の水と石鹸で洗うこと。 

皮膚刺激、または、発疹が生じた場合は、医師の診断を受ける。 

吸入した場合： 直ちに空気の新鮮な場所に移動し、呼吸のしやすい姿勢で休息させること。気分

化学名又は一般名 

（成 分） 

官報公示整理番号 

化審法 
CAS No. 

濃度又は 

濃度範囲(含有量％) 

キシレン (3)-3 1330-20-7 35 

エチルベンゼン (3)-28 100-41-4 35 

プロピレングリコールメチルエーテルアセ

テート 
(2)-3144 108-65-6 15-25 

１－メトキシ－２－プロパノール (2)-404 107-98-2 5-15 
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が悪い時は、医師の診断を受ける。 

飲み込んだ場合： 直ちに水で口をすすぎ、医師の診断を受ける。 

 

５.火災時の措置 

消火剤： 粉末、炭酸ガス、泡。 

使ってはならない消火剤： 消火に棒状水を用いてはならない。 

特有の消火方法： 可燃性のものを周囲から取り除く。消火活動は風上から消火する。 

高温にさらされる密閉容器は水をかけて冷却する。 

消火を行うものの保護： 消火作業の際は、必ず耐熱性着衣などを着用する。 

 

６.漏出時の措置 

人体に対する注意事項： 保護具及び緊急時措置：直ちに、全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔

離すること。関係者以外の立ち入りを禁止すること。 

作業者は適切な保護具（手袋、保護眼鏡等）を着用し、眼、皮膚への接触や 

ガスの吸入を避けること。風上に留まること。低地から離れること。 

環境に対する注意事項： 河川等へ排出され、環境への影響を起こさないように注意する。 

封じ込み及び浄化の方法・

機材： 

拡散を防止し、流出物をすくい取るか、又は、ウェス等を使用して 

空容器に回収する。 

二次災害の防止策： 付近の着火源､高温体及び付近の可燃物を素早く取り除き､火災の発生を防ぐ｡ 

着火した場合に備えて、適切な消火器を準備する。 

関係箇所に通報し応援を求める。 

 

７.取扱い及び保管上の注意 

取扱い ： 

技術的対策： ｢８．ばく露防止及び保護措置｣に記載の設備対策を行い、 

保護具を着用すること。 

局所排気・全体換気： ｢８．ばく露防止及び保護措置｣に記載の局所排気、全体換気を行なうこと。 

安全な取り扱い注意事項： 周辺で火気の使用、発生のないこと。 

使用前にショーボンドマテリアルホームページ「樹脂製品の取り扱いについて」 

「樹脂製品を安全にご利用いただくために」を必ず参照すること。 

ホームページアドレス：https://www.sb-material.co.jp/resin/download.html 

すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。 

接触、吸入又は飲み込まないこと。 

粉じん、ヒュームを吸入しないこと。 

屋外又は換気の良い区域のみで使用すること。 

取扱い後は、よく手を洗うこと。   

接触回避： 「１０.安定性及び反応性｣を参照。 

保管 ： 

技術的対策： 保管場所には、危険物を貯蔵し取り扱うために必要な採光、照明 

及び換気の設備を設けること。 

保管条件： 酸化剤、酸から離して保管する。 

容器を密閉して換気の良いところで保管すること。 

施錠して保管すること。 

混色禁止物質： 「１０．安定性及び反応性｣を参照。 

容器包装材料： 金属製で密閉可能な容器。 

 

８．暴露防止及び保護措置 

許容濃度（ＡＣＧＩＨ）参照先：https://www.acgih.org/ 

 管理濃度 許容濃度（産衛学会） 許容濃度（ＡＣＧＩＨ） 

キシレン 50ppm 50ppm(217mg/m3) 設定あり 

エチルベンゼン 20ppm 20ppm(87mg/m3)(皮) 設定あり 

プロピレングリコールモノメ

チルエーテル 

未設定 未設定 未設定 

１－メトキシ－２－プロパノ

ール 

未設定 未設定 設定あり 
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 厚生労働大臣が定める濃度の基準 

８時間濃度基準値 短時間濃度基準値／天井値 

キシレン 未設定 未設定 

エチルベンゼン 未設定 未設定 

プロピレングリコールモノメ

チルエーテル 

未設定 未設定 

１－メトキシ－２－プロパノ

ール 

未設定 未設定 

 

設備対策： 換気の悪い場所では局所排気装置等の排気のための装置を設置する。 

電気機器は防爆構造とする。 

取扱い場所の近くには、洗顔、身体洗浄のための設備を設ける。 

保護具  

 呼吸器の保護具： 有機ガス用防毒マスク 送気マスク 

 手の保護具： 不浸透性の保護手袋 

 目の保護具： 保護メガネ 

 皮膚及び身体の保護具： 不浸透性の作業衣および保護具を着用する。 

 

９．物理的および化学的性質 

物理的状態、形状等： 液体 

色 ： 無色透明 

臭い： 特異臭 

融点／凝固点： データなし 

沸点,初留点及び沸騰範囲： 120-146℃ 

可燃性： 易燃性 

爆発下限界及び爆発上限界／可燃限界： 下限1.1Vol%，上限7.0Vol% 

引火点： 27℃ 

自然発火温度： データなし 

分解温度： データなし 

pH： データなし 

動粘性率： データなし 

溶解度： 水に不溶 

n-オクタノール／水分配係数（log値）： データなし 

蒸気圧： データなし 

密度及び／又は相対密度： 0.86～0.89g/cm3（20℃） 

相対ガス密度： データなし 

粒子特性： データなし 

その他情報： データなし 

 

１０．安定性および反応性 

安定性： 通常の取り扱い条件下では安定である。 

反応性： 強酸化剤との接触。 

避けるべき条件： 熱源、火源、接触危険物質との接触。 

混触危険物質： 高温物、強酸化剤、静電放電。 

危険有害な分解生成物： 燃焼により一酸化炭素、二酸化炭素、刺激性ガスが発生する。 

 

１１．有害性情報 

     キシレン 
急性毒性： 経口： 区分 5（国連分類）、区分外（JIS）、ラット LD50＝3500-8800 ㎎/kg 

 経皮： 区分 4、ウサギ LD50 1700-4300mg/kg、小さい方の数値を使用した。 

 吸入： 区分 4、ラット LC50（4 時間） 6350-6700mg/kg 

皮膚腐食性／刺激性： 区分 2、ウサギ皮膚刺激性試験で、紅斑、浮腫、壊死が見られた。 

眼に対する重篤な損傷 
／眼刺激性： 

区分 2、ウサギ眼刺激性試験で軽度から中程度の刺激 
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呼吸器感作性： 分類できない、データ不足 

皮膚感作性： 分類できない、データ不足 

生殖細胞変異原性： 分類できない、ラット、マウス in vivo 優性致死試験、マウス骨髄小核試験等

で陰性 

発がん性： 分類できない、ACGIH で A4、IARCでグループ 3 

生殖毒性： 区分 1B、マウス発生毒性試験で親動物に一般毒性が見られない用量で、

胎児に体重減少、水頭症が見られる。 

特定標的臓器毒性（単回ばく
露）： 

区分 1（中枢神経系、呼吸器、肝臓、腎臓）、区分 3（麻酔作用）、ヒト、のど

の刺激性、重度の肺うっ血、肺胞出血および肺浮腫、肝臓の腫大を伴ううっ

血、小葉中心性の幹細胞の空胞化、肝臓障害、重度腎障害、記憶喪失、

昏睡。 

特定標的臓器毒性（反復ばく
露）： 

区分 1（神経系、呼吸器）、ヒト、職業ばく露で、健忘、集中力低下、めまい、

吐き気、食欲不振、筋力低下、努力呼吸、肺機能障害、脳機能低下。 
誤えん有害性： 区分 1、炭化水素で有り、異性体混合物の動粘性率は区分 1 に該当すると

推定。 

 

エチルベンゼン 
急性毒性： 経口： 区分 5（国連分類）、区分外（JIS）、ラット LD50＝3500-4700 ㎎/kg 

 経皮： 区分外、ウサギ LD50 15400-17800mg/kg、小さい方の数値を使用した。 

 吸入： 区分外 

皮膚腐食性／刺激性： 分離できない、ウサギ皮膚刺激性試験を 24 時間閉塞において、軽度の皮

膚刺激性がみられた。 

眼に対する重篤な損傷 
／眼刺激性： 

区分 2、ウサギ眼刺激性試験で軽度の結膜刺激がみられたが、角膜に損傷

は見られなかった。 

呼吸器感作性： 分類できない、データ不足 

皮膚感作性： 区分外、人反復侵襲パッチテストにおいて皮膚感作性反応は見られなかっ

た。 

生殖細胞変異原性： 区分外、マウス骨髄を用いた小核試験及びマウス抹消血赤血球を用いた

小核試験の 2 つの小核試験とマウス肝細胞試験のいずれも陰性。 

発がん性： 区分２、IARCでグループ２B、腫瘍の増加の中で明らかな証拠となるのは雄

の腎尿細管線種の発生頻度及び腎尿細管線種とのがんの合計発生頻度

の増加のみであることから限定的な発がん性であり、区分１B には不十分。 

生殖毒性： 区分 1B、雌ラット妊娠 6-20 日に吸入ばく露した発生毒性試験では、母体

重量の低下は見られた 1000ppm 以上では、胎児に低体重と骨格変異を有

する胎児が増加、2000ppm ではさらに死亡胎児数の増加と吸入胚数の増

加傾向が見られた。 

特定標的臓器毒性（単回ばく
露）： 

区分 3（麻酔作用、気道刺激性）気道刺激性と麻酔作用の影響が見られ

た。 

特定標的臓器毒性（反復ばく
露）： 

区分 1（神経系、聴覚器）職業ばく露で、健忘、集中力低下、めまい、吐き

気、食欲不振、筋力低下、脳機能低下。 
誤えん有害性： 区分 1、炭化水素で有り、異性体混合物の動粘性率は区分 1 に該当すると

推定。 

 

     エステル系溶剤 
急性毒性： 経口： 区分に該当しない、ラット LD50 8532-10000mg/kg 

 経皮： 区分に該当しない、ウサギ LD50 >5000mg/kg 

 吸入： 区分に該当しない、ラット LC0（4hr） 31.01g/m3 

皮膚腐食性／刺激性： 区分 3（国連分類）、区分に該当しない（JIS）、軽度の刺激性。 

眼に対する重篤な損傷 
／眼刺激性： 

区分 2B、ウサギ眼刺激性試験において軽度の刺激性。 

呼吸器感作性： 分類できない、データ不足 

皮膚感作性： 分類できない、データ不足 

生殖細胞変異原性： 分類できない、in vivo マウス骨髄細胞小核試験で陰性、in vitro 各種試験

で陽性とは認められない。 

発がん性： 分類できない、データ不足 
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生殖毒性： 分類できない、ヒト生殖毒性の情報なし。動物実験でも性機能及び生殖能

への有害情報は見られない。 

特定標的臓器毒性（単回ばく
露）： 

区分 3（気道刺激性、麻酔作用）、ヒト吸入ばく露で頭痛、咽頭痛など発生。

麻酔作用、中枢神経抑制も認められる。 

特定標的臓器毒性（反復ばく
露）： 

分類できない、実験動物からは標的臓器毒性を特定するのは困難である。 

誤えん有害性： 分類できない、本物質は飲み込んだ場合化学性肺炎を起こす可能性があ

るが、現行ガイダンスから分類できない。 

 

     プロピレングリコールモノメチルエーテル 
急性毒性： 経口： 区分に該当しない、ラット LD50 >5000mg/kg 

 経皮： 区分に該当しない、ウサギ LD50 >5000mg/kg 

 吸入： 区分 4、マウス雄 LC50 値 6038-7559ppm/6h 

皮膚腐食性／刺激性： 区分に該当しない、ウサギのドレイズ試験で極めて軽度の刺激性 

眼に対する重篤な損傷 
／眼刺激性： 

区分 2B、ウサギ眼刺激性試験で軽度の刺激性 

呼吸器感作性： 分類できない、データ不足 

皮膚感作性： 分類できない、データ不足 

生殖細胞変異原性： 分類できない、ガイダンス改訂により、区分外が選択できないため、分類で

きないとした。 

発がん性： 分類できない、ACGIH で A4 に分類されている。 

生殖毒性： 区分に該当しない、複数の動物種と複数の暴露経路による試験で生殖およ

び発生に対する悪影響が示されなかった。 

特定標的臓器毒性（単回ばく
露）： 

区分 3（麻酔作用）、ラット経口投与、吸入暴露、およびウサギ経皮投与のい

ずれにおいても麻酔作用が認められた。 

特定標的臓器毒性（反復ばく
露）： 

区分に該当しない、経口、経皮、吸入のいずれの経路においても区分に該

当しない。 
誤えん有害性： 分類できない、データ不足 

 

１２．環境影響情報 

     キシレン 
水生環境有害性 短期 
（急性）： 

区分2、ニジマスLC50＝3.3mg/L/96H 

水生環境有害性 長期 
（慢性）： 

区分2、甲殻類96時間 LC50=7.4mg/L 

残留性・分解性： 急速分解性は低い。 
生体蓄積性： 生物蓄積性は低いと推定。 
土壌中の移動性： 情報なし。 
オゾン層への有害性： 分類できない、モントリオール議定書付属書に記載されていない。 

 

     エチルベンゼン 
水生環境有害性 短期 
（急性）： 

区分1、甲殻類（ベイシュリンプ）の96H LC50=0.42mg/L 

水生環境有害性 長期 
（慢性）： 

区分2、急性分解性が無く、甲殻類であることから区分2とした。 

残留性・分解性： 急速分解性は低い。 
生体蓄積性： 生物蓄積性は低いと推定。 
土壌中の移動性： 情報なし。 
オゾン層への有害性：  

 

     エステル系溶剤 
水生環境有害性 短期 
（急性）： 

区分外、甲殻類LC50（24hr）=370mg/L、魚類LC50（96hr）=100mg/L 

水生環境有害性 長期 
（慢性）： 

区分外、難水溶性であり、急性毒性が区分外 

残留性・分解性： 良分解性。 
生体蓄積性： 情報なし。 
土壌中の移動性： 情報なし。 
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オゾン層への有害性： 分類できない、モントリオール議定書付属書に記載されていない。 

 

     プロピレングリコールモノメチルエーテル 
水生環境有害性 短期 
（急性）： 

区分に該当しない、魚類ニジマスLC50（96hr） >1000ppm 

水生環境有害性 長期 
（慢性）： 

区分に該当しない、急性毒性が区分に該当しない、また難水溶性ではな
い。 

残留性・分解性： 良分解性 
生体蓄積性： データなし。 
土壌中の移動性： データなし。 
オゾン層への有害性： 分類できない、モントリオール議定書付属書に記載されていない。 

 

１３．廃棄上の注意 

産業廃棄物として許可を受けた専門業者に委託する。 

容器を廃棄するときは、内容物を完全に除去した後に処分する。 

容器、機械装置等を洗浄した排液等を、地面や排水溝へ流さないこと。 

 

１４．輸送上の注意 

注意事項 

取扱い及び保管上の注意の項の記載に従うこと。 

容器の漏れのないことを確かめ、転倒・落下・損傷のないように積込み、荷崩れの防止を確実に行う。 

国内規制 

陸上規制情報：消防法の規定に従う。 

海上規制情報：該当。 

航空規制情報：該当。 

海洋汚染物質：該当。 

国連分類：3.引火性液体類 

国連番号：1993 

品名（国連輸送品名）：その他の引火性液体（他の危険性を有しないもの）  

容器等級：包装等級Ⅲ 

緊急時応急措置指針（容器イエローカード）番号： 

国連番号 指針番号 物質名 

1993 128 引火性液体類（非極性、水不溶） 

 

１５．適用法令 

労働安全衛生法： 特定化学物質第２類物質、特別有機溶剤等（特定化学物質障害予防規

則第２条第１項第２号、第３の２号、第３の３号）    

変異原性が認められた届出物質（法第５７条の４、労働基準局長通達）  

第２種有機溶剤等（施行令別表第６の２・有機溶剤中毒予防規則第１条第

１項第４号）      

作業環境評価基準（法第６５条の２第１項）    

名称等を表示すべき危険物及び有害物（法第５７条第１項、施行令第１８

条第１号～第２号別表第９）      

危険物・引火性の物（施行令別表第１第４号）    

健康障害防止指針公表物質（法第２８条第３項・厚労省指針公示）  

名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７条の２第１項、施行令第

１８条の２第１号～第２号別表第９）     

エチルベンゼン（政令番号：70）     

キシレン（政令番号：136）     

プロピレングリコールモノメチルエーテル（政令番号：496） 

特定化学物質特別管理物質（特定化学物質障害予防規則第３８条３）  

特殊健康診断対象物質・現行取扱労働者（法第６６条第２項、施行令第２

２条第１項）      

特殊健康診断対象物質・過去取扱労働者（法第６６条第２項、施行令第２

２条第２項）      

皮膚等障害化学物質等・皮膚吸収性有害物質（安衛則第５９４条の２第１
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項、令和４年５月３１日基発０５３１第９号、令和５年７月４日基発０７０４第１

号・４該当物質の一覧）      

キシレン     

特別規則に基づく不浸透性の保護具等の使用義務物質（令和５年７月４

日基発０７０４第１号・４該当物質の一覧）     

労働安全衛生法に基づくラベル表

示・ＳＤＳ交付等の義務対象物質

（令和７年４月１日施行予定分）： 

名称等を表示すべき危険物及び有害物（法第５７条第１項、施行令第１８

条第１号、第２号別表第９）      

名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７条の２、施行令第１８条

の２第１号、第２号別表第９）      

エチルベンゼン（政令番号：247）    

労働安全衛生法に基づくラベル表

示・ＳＤＳ交付等の義務対象物質

（令和８年４月１日施行予定分）： 

名称等を表示すべき危険物及び有害物（法第５７条第１項、施行令第１８

条第１号、第２号別表第９）      

名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７条の２、施行令第１８条

の２第１号、第２号別表第９）      

酢酸１－メトキシ－２－プロピル（政令番号：610 

毒物及び劇物取締法： 非該当 

化学物質排出把握管理促進法 

（ＰＲＴＲ法）： 

第１種指定化学物質（法第２条第２項、施行令第１条別表第１）  

エチルベンゼン（管理番号：53）（35%）     

キシレン（管理番号：80）（35%）     

化審法： 優先評価化学物質（法第２条第５項） 

消防法： 第４類 引火性液体 第二石油類（非水溶性） 

水質汚濁防止法： 指定物質（法第２条第４項、施行令第３条の３） 

悪臭防止法： 特定悪臭物質（施行令第１条） 

大気汚染防止法： 有害大気汚染物質に該当する可能性がある物質（中央環境審議会第９次

答申） 

揮発性有機化合物（法第２条第４項）（環境省から都道府県への通達） 

海洋汚染防止法： 危険物（施行令別表第１の４）      

有害液体物質（Ｘ類物質）（施行令別表第１）    

有害液体物質（Ｙ類物質）（施行令別表第１）    

有害液体物質（Ｚ類物質）（施行令別表第１）    

外国為替及び外国貿易法 輸出貿易管理令別表第１の１６の項 

特定有害廃棄物輸出入規制法（バ

ーゼル法） 

特定有害廃棄物（法第２条第１項第１号イ、平成３０年６月１８日省令第１２

号） 

労働基準法 疾病化学物質（法第７５条第２項、施行規則第３５条別表第１の２第４号１） 

 

１６．その他の情報 

 

注意事項：本データは、工業的な一般的取扱いに際しての、安全な取扱いについて最新の情報を集め、 

記載したものですが、必ずしも充分とはいえないので取扱いには充分注意して下さい。 

新たな情報を入手した場合は、追加または改訂されることがあります。 

本製品の取扱いに記載されている以外の他の化学物質を混ぜたり、特殊な条件で使用するときは、

ユーザーが安全性の評価を実施してください。 
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